
- 1 - 

 

 

SDGｓに基づく募金活動 
資材総務部 

 

皆様のご協力により、オーストラリア森林火災への募金が￥３００，０００ 集まり、オースト

ラリア赤十字に￥３００，０００ 分の寄付ができました。 

寄付者名は「ウチヤ・サーモスタット㈱の従業員とその取引関係者」としました。 

本当にありがとうございました。 

 

又、会社としてはSDGs活動の一環として、㈱りそな銀行保証付のSDGs推進私募債（社

債）を発行しました。社債とは企業が必要となる資金を調達するために発行する「債券」

で、お金を借りたことを証明する「借用証書」に該当し、株式の発行や金融機関の借り入

れといった資金調達以外の方法とし

て、よく用いられています。 

発行額の0.1％がSDGs関連団体の

公益財団法人日本ユニセフ協会に、

りそな銀行経由で寄付されます。 
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新型コロナウイルス対策会議の実施について 
令和２年３月９日 

令和2年2月25日（火）の朝礼にて、 

 

新型コロナウイルスの感染を予防するため、打矢正

雄会長より訓示がありました。 

その際、以下の通りの感染予防活動が始まりました 

 

・全社的な集会はしばらく行わない。 

・対面の机は２ｍ以上離す、またはビニールシート 

で仕切りを作る。 

・食堂での昼食時 

 間を製造部と間 

 接部門で分ける。 

・従業員は朝、体温を測定し、３７．５℃以上の場合休暇を 

取る。 

・出社時マスクをする（入手できない場合、洗って再利用す 

る） 

・手洗いを励行し、朝、昼２回、コピー機、ボタン、ドアノ 

ブなどを除菌する。 

・来訪者にはマスクとアルコール消毒を依頼し、37.5℃以上 

の発熱があれば入館を断る。（ポスターを作成し協力を依 

頼する） などを決めました。 

 

 

 

令和2年3月2日(月)、東南アジア出張から帰国した清水社長から、海外のお客様の新型

コロナウイルス対応状況の報告（アルコール除菌、３回にわたる検温など）があり、さらに

社内の対策を強化しました。 

 

・非接触型体温計を導入し、朝、全従 

 業員の検温。各出入口にて、社外の 

来訪者の来社時の検温を行う。 

・消毒用アルコールの材料を入手し、 

 調合して準備。 

・消毒用アルコール、除菌シートなど 

 の置き場所を決め通知する。 

・社外の関係者あてに文書を作成し、 

 協力を依頼する。 

 

 

以上 
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新型コロナウイルス感染予防の一例 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ウチヤ製消毒用アルコール 

にて扉の把手を清拭 

市販の消毒用アルコール 

にて手の消毒 

「ウチヤ製」と「市販」の消毒用アルコール 

毎日の非接触型体温計による検温 

飛沫感染防止のために座席レイアウト変更 

 

配線用のケーブルラックよりビニールシート

を床まで垂らし、対面に人が座らないような 

あるいは作業員毎の作業スペースを２ｍ以上

あけるような配置とした 

 



- 4 - 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


